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2003 年 9月 1日 

株式会社 日立製作所 

 

建造物の微小振動を LSIの駆動電力に変換する回路の原理実験に成功 

ユビキタス時代に向けたパワーフリーのセンサ付きチップへ将来適用 

 

日立製作所中央研究所（所長：西野壽一）は、このたび、外部から電力を供給せずに自給自足

で動くセンサチップ（センサネット用端末 LSI）の実現を目的として、自然界が持っている振動

エネルギーを LSI の駆動電力に変換する電気回路の原理実験に成功しました。建造物に存在する

数マイクロメートル（100 万分の１メートル）程度の振動を想定した実験により、電気変換効率

21％、出力 0.12 マイクロワット（100 万分の 1ワット）の発電を確認しました。 

 

来るユビキタス時代には、あらゆるものの情報が把握され、人が意識することなくこれらの情

報を交換できる社会が想定されています。その実現方式の一つとしてセンサネットが提案されて

います。センサネットでは、センサ、信号処理、通信の３つの機能を備えた端末 LSI（センサチ

ップ）を配置することによってネットワークを形成し、センシングした情報をネットワークで伝

達します。このセンサチップを様々なものに設置するためには、無線通信によるワイヤレス化と

ともに、パワーフリー化（電源を不要にすること）が不可欠な要件になると考えられます。これ

まで、センサチップ向けの自家発電方式として太陽電池や温度差発電を利用したものが提案され

ていますが、どのような環境条件でも使えるオンチップ発電機の開発には至っていませんでした。 

 

  そこで今回、センサネット端末 LSI 用のオンチップ発電機として、建造物の壁面に存在する振

幅が数マイクロメートル以下の微小な振動のエネルギーでも電力に変換できる回路を開発しまし

た。開発した内容は以下の通りです。 

 

(1) 微小振動に共振し、これを電力に変化する回路を開発。この回路を構成する可変容量、電荷

輸送回路、タイミング制御回路それぞれの最適条件を見出すことで、発電効率を大幅に向上し

ました。 

(2) 数マイクロメートル程度の振動とタイミング制御信号を外部から与える仮想的な実験によっ

て、振動エネルギーを電力変換に実証しました。この結果、発電効率 21%，電力出力 0.12 マ

イクロワットを得ました。 

 

今後は、本実験装置の小型化によるオンチップ化と発電効率向上により、センサネット端末 LSI

のパワーフリー化の早期実現を目指します。 

 

なお、本内容は、８月２５日から韓国ソウルで開催される「国際低電力エレクトロニクス/設計

シンポジウム(ISLPED：International Symposium on Low Power Electronics and Design)」で発

表する予定です。 
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■照会先 

株式会社 日立製作所 中央研究所 企画室  ［担当：内田、木下］ 

〒185-8601 東京都国分寺市東恋ケ窪一丁目280番地 

TEL 042-327-7777（ダイヤルイン） 

 

 

 

以上 
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このニュースリリースに掲載されている情報は、発表日現在の情報です。 
発表日以降に変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。 
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